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論 文 内 容 り 要 旨
水田稲作農業に澄いて、「水 」は土地とともに重要な生産手段である。とくに「水 」はその養
分補給、保温等、技術的特性のため、水田稲作農業には必須の条件である。そ して「水 」それ 自
体が流動的であるとともに、量的、質的な変動が署るしいため、それを適切に支配統制すること
が、水田稲作農業の基礎的 ・前提的条件 となる。このため水利が水田稲作農業の重:要な特殊の技
術 となるし、また「水 」の共有的 ・公共的性質から、それを支配統制するための特殊の組織 ・制
慶が生 まれることになる。 もちろんこの水利技術、水刃羅 織はその時の社会経済的関連 を通 して
現われたものである。しか しそれが一旦農業水利として現実化すると、技術的に劃期的変化がな
い場合、.社会経済的 ・政治的変化 とは独自的に、いわゆる旧慣的な ものとして固定化 し、とくに




能を変えてい く。このような過程を農業水利 ・土地改良事業の近代化の過程 として、信阿両二大
河川の最下流部に位 し、水害 ζ湛水の常習地として「水 」の特殊的性格が最 も典型的に作用 し、
そのため治水 ・荊水が農業生産に澄いて最も重要な地位を占めた新潟県亀田郷で見ることにする。
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(第一部 蕃制期の水荊事業 。水利組織 とその崩壊)
亀田郷の永害の実況によって、その自然的条件を明らかに し、さらにその上に「栗ノ木川管理
問題 」、「鵜ノ子潟江丸上置 ・新江掘掘馨問題 」等 々、明治以降 も長く存続するような重要な水




人と'して現 らわれたとい うことは当然であるが、大・卜区制が旧町村の行政的機能を否定 したとい




























































経済的に窮迫する農家経済にとっては根本的解決とはな り得ない。 したがって農業生産力 ・水稲







大規模農業水利改良事業 として実現 し、その上に県営土地改良事業、団体営土地改良事業 。全郷
的耕地整理事業が実現する。この結果郷内の水利条件が、旧慣的水利事i業は勿論、分立的排水機





た自作上溺農民であった。 このような農民の多 くは農地改:革の過程で自作化 したものであろ うが、
他方それらの多 くのものは、第一次大戦 ・戦後恐慌～世界恐慌の過程で・卜作料減免と化学肥料増
投、農機具、牛馬耕拡大等、生産諸条件の飛躍的改善によって次第に蓄積領域を拡大したものと









論 文 審 査 結.果 り 要 旨
本論文はその提出老が、わが国屈指の稲作地帯 としての新潟県蒲原平野の中心亀由郷地域に齢
ける近代的大規模土地改良事業の確立過程を精査分析することによって、零細経営と水田稲作特






今の文書資料、統計頚の丹念な整理 。検討に専念 して1800頁 に垂んとする大著にまとめ上げ
た真摯な努力は、実証的研究者 と.しての資質を遺憾なく証示 したものであり、学界の模範 となす
ことができる。
いま、本論文の構成の大綱 と各部門に訟ける論点要旨を順次示 してみると以下の通 りである。
すなわち、全体は5つの部門から構成されて澄り、まず鵡1部 に齢いては、藩制期から明治初期
にかけての亀田郷の水利組織 とその共同体的特長、さ らにはその解体過程の分析を行っている。
(亀田郷は信濃 ・阿賀野2大河川下流部を占める広大 な水害 ・湛水の常習的な低湿地帯であった
が、鎗1章 ではこのような特殊な地理的条件に対応 して頻発 した往昔の水書の実況を後づけ、第
2章に於いてはこれに対する郷村の対応、とくに水害防禦、湛水排除に関する施設を中心 とする





第2部 は第1部 で究明された旧慣的水利組織が新時代の政治経済状勢に照応 して再編されて行
く過程を詳密に分析した ものである。その全体は4ケ草に分れているが、 ここでの中心課題は次
の2つである。すなわち、1つは明治23年 の水利組合条例公布 を契機 とする町村の行政的機能
から独立 した地主の私的組織 としての水利組合の全郷的成立 とその性格の問題であり、他の てっ








を著 しく弱・卜化し、それらを漸次無用化楓 排水機 の管理運営を当地域に澄げる水荊組織の中核
的事業たらしめたか らである。そして、これに伴 って事業費の飛誰的増大 と生盧力の向上がもた
らされたが、他方 これに対応して郷内のあらゆる小区域にいたるまで新 しい水利組織が孤:立分散
的に「群生 」し、排他性が強化され地域的対撲を激化させる結果を招いたという。 しか して、 こ
のような矛盾の鮨摘に続いて、著者がこの排水機普及の新傾向が地主の生産指導的役割の積極化
した時期に、地主を媒介として展開 したため、それ 自体矛盾 を含んだ近代化であったとしている
ことは傾聴に値するo
最後の第5部は「大規模水利事業 と用排水の統一 」過程の分析であり、本論文の核心をなす も
のであって、5ケ章に分れている。ここでの課題は 窪つは第1次世界大戦後の恐慌過程において




ことが囲難とな り、増大す る水利費胴の負担問題が露呈された。そ してこの頃より排水電化改善
事業が、排水能力の向.上よりも、排水機のみならず永利組合の整理廃合を含む組合取政の合理化









業の確立と国の農政は もとより財政金融政策 との結びつきが著 しく緊密となったことも注意深く
指摘 しているのである。しかも著老はこの事業の近代化が家計 と経営の未分離な家族労作経営と
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しての自作小農民 を基礎 とする点 におい て効果は不十分で あり、そ こに この事業 の限界の存 す る
ことを忘れ ていない。
以 上に よってみ ると、本論 文は、その問題 の設定におい てもまた分析視角に澄い て も極めて妥
当で あり、 と りわけ、尤 大な原資科.を秩序立 てて整埋 検討 し、それを集大成 した実証 的研 究の独
酬生は高 く評価 さるべきで ある。 もとより、全体の論述 は豊 當な資料に圧せ られてい ささか平板
となった きらい もあるが、それが却って詳密 な地 域治水 史を完 成せ しめた結果に もな り、学界へ
の寄与 を大な らしめてい るのである。 か くて本論 文の提出者は、経済学博士 の学位 を授薄 され る
に十 分な資格 を もつ もの と認 め られる。
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